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令和 3 年度 麻布大学父母会行事報告
1．代議員会・定期総会 

開催日 事　項  内　容
 5月19日（水） 代議員会 　書面議決

6月3日（木） 定期総会 　書面議決

２．保護者対象オンライン個別面談 
開催日  内　容 面談対象

9月 1日（水）
9月 2日（木）
9月 3日（金）

保護者対象
　オンライン個別面談
（3日間開催）

全御父母
※オンライン開催

３．大学祭特別企画　父母会セミナー
開催日  内　容 面談対象

10月30日（土） 　保護者のための
　キャリア・就職セミナー

全御父母
※オンライン開催のため中止

令和3年度
父母会 父母会から学生への支援父母会から学生への支援
学生への食事支援に伴う100円弁当の提供について
　新型コロナウイルス感染症の影響で困窮している学生の一助となるよう企画
し、学生を対象に12月8日（水）から、500円相当のお弁当を100円にて提供
するサービスを開始しました。
　学生からは、多くの反響があり、感謝の声をいただきました。

～学生からの声～

100 円 で こ ん な に 良
いお弁当を頂けて感謝
しかありません。あり
がとうございます。

昼食代を削ることなく、
栄養のある昼食を取る
ことができました。あ
りがとうございます。

低価格で美味しいもの
を食べれて幸せです。
テスト勉強中の息抜き
になっています。本当
にありがとうございま
す！これからもぜひお
願いします。

おかげさまで美味しい
ご飯を食べることがで
きています。ありがと
うございます！

いつも学生のためにあ
りがとうございます！
お 弁 当 100 円、 素 晴
らしい企画で嬉しく思
いました。6 年間あり
がとうございました！

コロナ禍で中々アル
バイトができないの
ですごく助かってい
ます。ありがとうご
ざいます。

100 円でのお弁当の提供ありが
とうございます。毎日日替わり
でメニューが変わるため飽きず
に食べられますし、何より 100
円でお昼ご飯が食べられてとて
も嬉しかったです。終わってし
まうのは悲しいですが、これか
らもこのような企画があるとい
いなと思います。今回は本当に
ありがとうございました。

ボリュームもたっぷりあ
り、味も美味しいお弁当を
100 円で買えてとても助か
りました！ありがとうござ
います！！これからもぜひ
開催をお願いしたいです！

一人暮らしをしているの
で本当に助かりました。
ありがとうございます。

毎日日替わりの 100
円弁当の企画を考え
てくださり、感謝し
ております。

バイトのシフトが減って
お金に困っていたのでと
ても助かりました！あり
がとうございます！
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麻布大学父母会｜会報　No.66

開催日　令和3年6月3日（木）（書面議決）　
承認日　令和3年6月17日（木）

　新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、例年どおりの、定期総会(研究室公開・懇親会等含む)の開催は困難で
あると判断し、御父母の皆様のお手元に定期総会資料を送付させていただいた上で「書面議決書」方式での開催を行
いました。
　議決結果につきましては、御父母の皆様の御協力を得て、すべての議案が過半数の賛成により可決され、無事に定
期総会を終了することができました。
　御父母の皆様の御理解、並びに御賛同をいただいたことにつきまして、誠にありがとうございました。
　御協力いただきました御父母の皆様へ感謝申し上げます。

令和3年度　麻布大学父母会定期総会

　父母会では、父母と大学との密接な連携を図り、より教育効果の向上を期すべく、例年研究室訪問や地区別に懇談
会を開催しておりましたが、昨年度は新型コロナウィルスの感染拡大防止の観点から、開催を中止いたしました。今
年度においても、対面での実施は見通しが立たない状況であったため、オンラインでの御父母と教員との個別面談の
機会を設けることにいたしました。
　オンライン個別面談は、9月1日（水）、2日（木）、3日（金）の3日間で開催し、合計105組の御父母の参加があ
りました。
　参加した御父母からは、「子供の学習状況や大学の仕組みがわかって安心しました。」「気軽に参加でき、色々な質問
ができました。」「オンライン開催により移動時間の省略ができました。」と開催に対する感謝の言葉がありました。

令和3年度　麻布大学父母会オンライン個別面談

令和3年度　父母会オンライン個別面談参加者� （組）

学科 学年／
面談日 1年次 2年次 3年次 4年次 5年次 6年次 計

獣医学科
9月 1日 7 6 3 2 1 2 21
9月 2日 4 3 3 1 0 1 12
9月 3日 4 6 1 0 2 1 14

動物応用科学科
9月 1日 4 2 0 0 6
9月 2日 5 1 3 0 9
9月 3日 4 1 1 1 7

臨床検査技術学科
9月 1日 3 2 2 1 8
9月 2日 0 0 0 1 1
9月 3日 1 0 0 1 2

食品生命科学科
9月 1日 4 2 1 0 7
9月 2日 2 1 0 0 3
9月 3日 0 3 0 0 3

環境科学科
9月 1日 2 0 1 1 4
9月 2日 1 0 0 0 1
9月 3日 2 2 1 2 7

合計 43 29 16 10 3 4 105
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卒業生から…

小林　洸太　F18061

令和 3 年度  卒業アルバム委員会委員長
生命・環境科学部  食品生命科学科  4 年次

　大学生活の2年間は、新型コロナウ
イルスの影響で、当たり前だと思って
いた生活が一変しました。先が見えな
い不安や悩みを抱えながらも、新しい
生活様式を取り入れることになりまし
た。オンライン授業が中心となり、 先
生や仲間とも会えない生活で、人と人
との触れ合いや、人間関係を築くこと

の大切さに気がつきました。ご指導し
てくださった先生方をはじめ、職員の
方々、仲間、家族への感謝の気持ちを
改めて感じることができました。
　学科全員がそろって授業を受けるこ
とがないまま卒業し、それぞれの道を
歩むことになりますが、これからも支
え合って、助け合っていける仲間であ
りたいと思います。
　この大学で学んだことや出会いを大
切にして、これからも精一杯努力して
いきたいと思います。4年間、本当に

ありがとうございました。

感謝

井口　貴瑛　V16020

令和 3 年度  獣医学科謝恩会実行委員長
獣医学部  獣医学科  6 年次

　私は入学当初、獣医師という職業に
対してあまり魅力を感じていませんで
した。しかし、麻布大学で勉学に励む
うちに獣医師の社会的意義・責務があ
るのだと痛感しました。そして、次第
に臨床をやってみたいという気持ちが
芽生え、小動物外科学研究室に入室し
ました。研究室での日々は多忙であり

ながら、尊敬する先生のもとで仲間と
切磋琢磨し互いに高め合うことのでき
る素晴らしいものでした。診療に参
加させていただく中で、手の施しよう
がない疾病が数多くあることを目の当
たりにしました。私はこの世から病で
苦しむ人や動物をなくしたいと考えて
います。卒業後は、治すことのできな
いがんに対する治療法の研究を行いま
す。研究・臨床を通じて社会に貢献で
きるよう尽力する所存です。
　６年間の学生生活は妥協なく遊び・

学ぶことができた素晴らしい期間とな
りました。この場をお借りして先生、
学校関係者皆様、友人、そして両親に
心より感謝申し上げます。

悔いなき６年間

秋間　美里　A18033

令和3 年度 動物応用科学科謝恩会実行委員長
獣医学部  動物応用科学科  4 年次

　昨年から続くコロナ禍の影響で、先
の見えない不安の中、私たちの代は4
年に進学することになりました。様々
な授業や実習が変更となり、友人や教
員の方々と会う機会も少なく、入学当
初から思い描いていた大学生活とはか
け離れた現実に寂しさを感じました。
これまでとは違う学生生活を送る中

で、多くの不安や困難を抱える学生は
少なくなかったと思います。この不安
な状況の中で、父母会の方々を始め、
大学関係者の方々には、機材などの学
習環境の整備や学生生活のサポートな
ど、様々な支援をしていただきました。
多くの方々に支えられて、この大学生
活4年間を送れたことに大変感謝して
おります。これから私たちは卒業し、
それぞれの道を歩んでいくことになり
ます。友人や教員の方々とのお別れは
寂しい気持ちもありますが、この大学

生活で支えてくださった方々への感謝
の気持ちを忘れず、この先を歩んでい
きたいと思います。

多くの人に支えられて
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佐藤　里奈　M18069

令和3 年度  臨床検査技術学科謝恩会実行委員長
生命・環境科学部 臨床検査技術学科 4 年次

　大学生活4年間の内2年間は新型コ
ロナウイルスの影響で、当たり前だと
思っていた生活が一変しました。3年
生の頃は病院実習を控えており、先行
きが見えず不安が募ることの多い学生
生活が続きましたが、先生や仲間とも
会えない生活で、人との触れ合いや、
人間関係を築くことの大切さに気がつ

きました。ご指導してくださった先生
方をはじめ、職員の方々、仲間、家族
への感謝の気持ちを改めて感じること
ができました。
　この4年間で得られた成長は先生方、 
友人、周りの皆様のおかげです。また、 

家族の支援がなければ今の自分はあり
ません。卒業後は麻布大学で培った経
験を活かし、活躍するという形でこれ
までお世話になった方々に恩を返せれ
ばと思っております。本当にありがと
うございました。

人と人との繋がり

関塚　律人　F18064

令和 3 年度  食品生命科学科謝恩会実行委員長
生命・環境科学部  食品生命科学科  4 年次

　麻布大学で4年間を過ごす中で、私
は物事に対して真剣に取り組む友人達
に出会うことができました。勉学、部
活動、アルバイトと取り組む対象はそ
れぞれ違いましたが、今できる全てを
かけて成し遂げようという強い思いを
感じました。今まで何事にも真剣にな
れなかった私にはとても新鮮で、その

熱量を受けて私も何か真剣に取り組
めるものはないかと探し続けた4年間
だったと思います。大学生活後半は、
コロナウイルスの影響で従来通りの学
びが出来ず焦りや不安もありました
が、食品衛生に関する研究を突き詰め
るために大学院に進むという進路を見
つけられた大学生活は私の宝物です。
　私達は大学を卒業して、それぞれの
道を歩むことになりますが、卒業する
仲間のこれからの活躍を心より願いま
す。また、ご指導いただいた先生方、

大学関係者の皆様、友人、そしていつ
も身近で支えてくれた両親に感謝申し
上げます。4年間、ありがとうござい
ました。

宝物

原　奎哉　E18041

令和 3 年度  環境科学科謝恩会実行委員長
生命・環境科学部  環境科学科  4 年次

　私たちがこの麻布大学に入学する少
し前、世間では地球温暖化やプラス
チック問題などの環境問題が重要視さ
れるようになってきました。これらの
環境問題をこれから学んでゆく、そん
な意気込みで入学したあの時が懐かし
く思います。この4年間の総括を一言
で表すと「感謝」です。

　まず初めに、大学で出会った多くの
仲間に感謝です。楽しい時間や苦しい
時間などを共有し多くの経験をさせて
もらい、そこから得られたことは今後、
私たちが社会で暮らしていく中でとて
も大切な財産です。
　次に、私たちに様々なことをご教授
いただいた先生方です。環境問題をは
じめ多くのことを学ばせていただきま
した。大学3年生の時には、新型コロ
ナウイルスの影響でオンライン授業を
余儀無くされる中でも、私たち学生に
わかりやすい授業を行っていただき、
とても感謝しております。

　最後に両親です。ここまで育ててく
れたこと、大学卒業までサポートして
くれたこと、多くのことを与えてくれ
たことなど感謝してもしきれません。
　これからはこの麻布大学で培った知識
や経験・技術を活かし、社会で活躍す
るという形でこれまでお世話になった
方々に恩を返せればと思っております。

感謝
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令 和 3 年 度 定 年 退 職 者

　令和4年3月をもって、次の教職員の方々が退
職されました。
　授業及び学生生活において、学生達への御指
導御鞭撻を賜りました教職員の方々が、この度
定年を迎えられ退職されることは、本当に名残
り惜しく思います。
　これまでの様々な御功労に敬意を表し、感謝申
し上げると共に、今後の御活躍と御健勝をお祈り
いたします。
　今まで本当にお世話になりました。ありがとう
ございました。

教　員
獣医学部　

塚本 健司 先生 斑目 広郎 先生 滝沢 達也 先生 南  正人 先生

事務職員 西出 尋之 事務局長 　　　神藤 昭 総務部管財課主査

日 臨 技 学 生 表 彰

日本畜産学会優秀学生賞

日本獣医師会優等卒業生 獣医学科 V 1 6 1 1 9 田  中 　 ゆ  き

臨床検査技術学科 M18 0 5 9 日  向 　 正  樹

動物応用科学科 A 1 8 0 5 3 和  田 　 賢  治

学業成績優秀者

M18 0 1 0 中  村 　 琴  葉
M18 0 4 0 佐  藤 　 望  有
M18 0 8 4 岩  沢 　 祐  希

臨床検査
技術学科

F 1 8 0 0 3 木  山 　 青  葉
F 1 8 0 3 6 西  田 　 莉  理
F 1 8 0 7 0 佐  藤 　 　  匠

食品生命
科学科

A 1 8 0 5 9 石  川 　 佳  奈
A 1 8 0 9 0 唐  釜 　 春  実
A 1 8 1 1 8 亀 山   明 日 花
A 1 8 1 2 6 横 須 賀   　 慶

動物応用
科学科

E 1 8 0 0 6 阿  部 　 麗  南
E 1 8 0 7 0 服  部 　 靖  晟
E 1 8 0 7 3 加  藤 　 泰  我

環境科学科

V 1 6 0 1 5 秋  山 　 　  潤
V 1 6 0 2 8 神  林 　 優  希
V 1 6 0 7 3 小 口   真 由 子
V 1 6 1 0 6 小 室   茉 莉 子
V 1 6 2 2 1 米  塚 　 友  理

獣医学科

越　智　賞 獣医学科 V 1 6 1 1 9 田  中 　 ゆ  き
動物応用科学科 A 1 8 1 2 0 野 瀬   み な み

臨床検査技術学科 M18 0 5 9 日  向 　 正  樹
食品生命科学科 F 1 8 0 7 4 関  澤 　 純  平
環境科学科 E 1 8 0 1 2 別  城 　 夏  子

古　泉　賞 獣医学科 V 1 6 1 0 6 小 室   茉 莉 子
動物応用科学科 A 1 8 0 3 9 黒 川   恵 留 真

臨床検査技術学科 M18 0 0 3 末  永 　 　  梢
食品生命科学科 F 1 8 0 6 4 関  塚 　 律  人
環境科学科 E 1 8 0 2 4 帶 金   明 日 香

受賞された方におかれましては、受賞おめでとうございます。
今後の更なる御活躍を期待しております。

令和3年度

学 生 表 彰
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年次 担当学科 氏　　　　名 研究室等

1

獣　医　学　科 教　授 川　本　恵　子 感染免疫学

獣　医　学　科 講　師 大　石　元　治 解剖学第一

獣　医　学　科 助　教 風　間　　　啓 産業動物内科学

動物応用科学科 准教授 田　中　和　明 動物工学

動物応用科学科 講　師 久　世　明　香 伴侶動物学

動物応用科学科 教　授 村　上　　　賢 獣医学科　分子生物学

2

獣　医　学　科 教　授 平　　　健　介 寄生虫学

獣　医　学　科 准教授 篠　塚　康　典 獣医衛生学

獣　医　学　科 講　師 相　原　尚　之 病理学

動物応用科学科 教　授 柏　崎　直　巳 動物繁殖学

動物応用科学科 准教授 水野谷　　　航 食品科学

動物応用科学科 教　授 森　田　幸　雄 獣医学科　公衆衛生学第二

3

獣　医　学　科 教　授 長　井　　　誠 伝染病学

獣　医　学　科 講　師 松　井　久　実 生理学第一

獣　医　学　科 助　教 髙　橋　広　樹 小動物臨床

動物応用科学科 教　授 塚　田　英　晴 野生動物学

動物応用科学科 講　師 加　瀨　ちひろ 動物行動管理学

4

獣　医　学　科 准教授 市　原　伸　恒 解剖学第一

獣　医　学　科 講　師 井　上　真　紀 生理学第二

獣　医　学　科 講　師 藤　野　　　寛 微生物学

動物応用科学科 教　授 伊　藤　潤　哉 動物繁殖学

動物応用科学科 准教授 永　澤　美　保 介在動物学

5

獣　医　学　科 教　授 山　田　一　孝 臨床診断学

獣　医　学　科 講　師 岡谷 友三 アレシヤンドレ 公衆衛生学第二

獣　医　学　科 講　師 小　澤　秋　沙 解剖学第二

6

獣　医　学　科 准教授 齋　藤　弥代子 小動物外科学

獣　医　学　科 講　師 杉　田　和　俊 公衆衛生学第一

獣　医　学　科 講　師 永　根　大　幹 生化学

年次 担当学科 氏　　　　名 研究室等

1

臨床検査技術学科 教　授 栗　林　尚　志 免疫学

臨床検査技術学科 助　教 小　山　雄　一 病理学

食 品 生 命 科 学 科 講　師 山　本　純　平 食品栄養学

食 品 生 命 科 学 科 講　師 齊　藤　千　佳 食品分析化学

環 境 科 学 科 准教授 関　本　征　史 環境衛生学

環 境 科 学 科 助　教 坂　西　梓　里 特任教員室

2

臨床検査技術学科 教　授 本　田　晃　子 血液学

臨床検査技術学科 准教授 松　井　清　彦 衛生学

食 品 生 命 科 学 科 教　授 武　田　　　守 食品生理学

食 品 生 命 科 学 科 准教授 小　林　直　樹 食品安全科学

環 境 科 学 科 教　授 遠　藤　　　治 環境衛生学

環 境 科 学 科 准教授 中　野　和　彦 環境分析学

3

臨床検査技術学科 准教授 石　﨑　直　人 微生物学

臨床検査技術学科 准教授 曽　川　一　幸 生化学

食 品 生 命 科 学 科 教　授 守　口　　　徹 食品栄養学

食 品 生 命 科 学 科 准教授 澤　野　祥　子 食品健康科学

環 境 科 学 科 教　授 大　倉　健　宏 地域社会学

環 境 科 学 科 講　師 片　平　浩　孝 環境生物学

4

臨床検査技術学科 教　授 古　畑　勝　則 微生物学

臨床検査技術学科 教　授 荻　原　喜久美 病理学

食 品 生 命 科 学 科 教　授 良　永　裕　子 食品分析化学

食 品 生 命 科 学 科 教　授 三　宅　司　郎 食品衛生学

環 境 科 学 科 教　授 大河内　由美子 水環境学

環 境 科 学 科 准教授 村　山　史　世 地域環境政策

獣医学部 生命・環境科学部

令和4年度クラス担任

※令和 4年 4月 1日現在

令和4年度 　麻布大学行事予定
【前期】

学年始め及び前期始め 4月 1日（金）
在学者健康診断 4月 1日（金），4日（月），5日（火）
在学者・編入学者ガイダンス 4月 5日（火）
入学式 4月 6日（水）
入学者オリエンテーション 4月 6日（水）～ 8日（金）
大学院入学者オリエンテーション 4月 7日（木）
大学院在学者ガイダンス 4月 7日（木）
入学者健康診断（大学院入学者を含む。）4月 8日（金）
前期授業開始日 4月11日（月）
休日における授業実施日 4月29日（金）
休日の授業実施に伴う休業日 5月 2日（月），5月 6日（金）
休日における授業実施日 7月18日（月）
前期補講日 7月25日（月）
前期定期試験期間 7月26日（火）～ 29日（金）

8月 1日（月）～ 5日（金），8日（月）
夏期休業期間 8月 9日（火）～ 9月30日（金）
学園創立記念日 9月10日（土）

【後期】
後期始め 10月 1日（土）
後期授業開始日 10月 3日（月）
休日における授業実施日 10月10日（月）
大学祭 10月29日（土）・30日（日）
休日の授業実施に伴う休業日 11月22日（火）
後期授業一時終了日 12月22日（木）
冬期休業期間 12月23日（金）～ 1月 9日（月）
後期授業再開日 1月10日（火）
後期補講日 1月30日（月）
後期定期試験期間 2月 6日（月）～ 10日（金）

2月13日（月）～ 17日（金）
卒業式・修了式 3月15日（水）
春期休業期間 3月25日（土）～ 31日（金）
後期終わり及び学年終わり 3月31日（金）

前期成績発表日 9月26日（月）
前期終わり 9月30日（金）

※学科・学年により日程が異なる場合があります。
※上記の日程等は変更になる場合があります。



■令和4年度　麻布大学父母会行事予定（案）

予定日 事　項 内　容

5月14日土 5月理事会 定期総会開催等について：15時00分～ 16時30分

6月11日土

代議員会 定期総会開催等について ：10時30分～ 11時15分

定期総会

予算案及び活動方針等の承認
研究室訪問　　　　　　：10時00分～ 11時30分
セミナー　　　　　　　：10時30分～ 11時15分
　（令和元年度は、キャリア・就職支援セミナーを実施）
総　　会　　　　　　　：11時30分～ 12時30分
教員と父母との懇親会　 ：12時30分～ 14時30分

12月10日土 12月理事会 令和4年度中間報告及び令和5年度活動計画案等
　　　　　　　　　　　：15時00分～ 16時30分

1．理事会・代議員会・定期総会

予定日 対象地区 開催地 会場名

8月27日土 北海道・東北地区 仙台
(仙台駅周辺)

仙台会場
(仙台サンプラザホテル)

8月28日日 関東地区
（※東京・神奈川を除く。）

さいたま
(さいたま新都心駅周辺)

さいたま会場
(ラフレさいたま)

9月3日土 中部・近畿・（中国・四国）地区 名古屋
 (名古屋駅周辺)

名古屋会場
(名鉄グランドホテル)

9月4日日 中国・四国・九州地区 広島
 (広島駅周辺)

広島会場
(ホテル広島ガーデンパレス)

２．地区懇談会（４会場）　

●発　行　〈父母会事務局〉麻布大学	教務部	学生支援課	神奈川県相模原市中央区淵野辺1-17-71　TEL	042-754-7111

　学生又は御父母に御不幸があった場合、弔慰又は見舞金をお支払いできる場合がありますので、学生支援課まで連絡いただきますよう、
よろしくお願いいたします。

 ●弔慰・見舞について

　御父母の住所、電話番号等に変更がありましたらお手数ですが、学生支援課窓口にある「変更届」を御子女より提出いただきますよう、
よろしくお願いいたします。

 ●住所等の変更について

 ●　編　集　後　記

　父母会会員の皆様方におかれましては、御健勝でお過ごしのことと御推察申し上げます。さて、父母会会報第 66 号の発刊に当た
りましては、卒業アルバム委員会委員長　小林 洸太さん（F18061）、獣医学科謝恩会実行委員会委員長　井口 貴瑛さん（V16020）、
動物応用科学科謝恩会実行委員会委員長　秋間 美里さん（A18033 ）、臨床検査技術学科謝恩会実行委員会委員長　佐藤 里奈さん

（M18069）、食品生命科学科謝恩会実行委員会委員長　関塚 律人さん（F18064）、環境科学科謝恩会実行委員会委員長　原 奎哉さん
（E18041）から御執筆いただきました。御協力誠にありがとうございました。また、学生表彰受賞者の皆さま、おめでとうございます。

今後の御活躍を期待しております。これからも、この会報が父母会の情報誌として、会員の皆様方に提供できるよう編集を心がけてい
きたいと思いますので、御指導御鞭撻のほどよろしくお願いいたします。

予定日 内　容 開催地 対　象

10月29日土 関東地区（東京・神奈川のみ対象） 麻布大学 全学科の1・2年生の
御父母を対象

３．教員との個別面談

個人面談（クラス担任等と1人15 ～ 20分程度） ：   9時30分～ 11時30分
セミナー（令和元年度は、キャリア・就職セミナーを実施） ：10時00分～ 11時00分
全体懇談会（大学関係者等あいさつ） ：11時30分～ 12時30分
懇親会（クラス担任紹介含む。） ：12時30分～ 14時30分

※上記の日程等は、変更になる場合があります。


